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Out of 939 primary lung cancer cases (histologically confirmed) ,54 cases had received 
treatment with anti-tuberculous drugs before diagnosis of lung cancer was made .
Fifty-one percent of the cases were detected by the mass survey and 55 .6% of them were 
adenocarcinoma.

The duration of treatment for tuberculosis was less than 3 months in 63.0% and more 
than 13 months in 5.6% of the cases.

Surgery for lung cancer was performed in 25 cases (46.3%).The ratio of surgical 

intervention for patients previously treated with anti-tuberculous drugs was not different 
from that for patients who had received no anti-tuberculous drugs .
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緒 言

肺癌 と肺結 核の鑑 別 は時に困難 な ことがあ り,肺 癌症

例をその確定診 断の前 に肺結核 として加療す る ことが あ

る。わ れわ れ は この よ うな症例 につ いて昭和50年 か ら

59年 まで に入 院 した肺 癌1,592例 の うちの101例 につ

いて報 告 した1)。今 回 は,そ の後3年 間 に入院 した939

例 の肺癌 につ いて同様の検討を試みた。

対 象

東北大学抗酸菌病研究所附属病院 と仙 台厚生病 院に昭

和59年6月 か ら62年9月 までに入院 し,細 胞型 の判 明

した原発 性肺 癌939例(男 性708,女 性231)の うち,

肺癌 の確 定診 断 のっ く前 にINH単 独投与 を除 く,2剤

以上 の抗結 核剤で治療 されていた54例(男 性38,女 性

16)を 対象 とした。人型結核菌が検 出され たいわゆ る活
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表1性,年 齢 と受診動機

表2細 胞型と受診動機

動性肺結核合併肺癌症例 は含 まれていない。

結 果

性,年 齢 と受診動機

今同対象 とした肺癌939例 とそのうち抗結核剤を投与

されて いた54例 の性,年 齢 と受診 の動 機を表1に 示 し

た。肺 癌939例 につ いて は男女 とも61～70歳 が最 も多

く341例 で全体の36,3%で あ り,次 いで71～80歳,51

～60歳 の順 に多か った。 この うち検診 で発見 されたの

は354例(37.7%)で あ り,呼 吸 器症 状 を認 めて受診

した の は472例(50.3%)で あ った。抗結 核剤を投 与

され た54例 につ いて は,や は り61～70歳 が最 も多 く

22例(40.7%)で あ った。受 診 の動機 をみると,検 診

で発 見 されたの は28例(51.9%)で あ った。 したが っ

て,肺 癌確診前 に肺結核の治療 を うけていた症例 は肺癌

症例全体 と比べて年代 に変わ りはないが,集 団検診 で発

見される例 の割合が高 いと考え られた。

細胞型 と受診動機

肺癌939例 と抗結 核剤投与54症 例 の細胞型 と受診 の

動機 をまとめたのが表2で あ る。細胞型については全体

としてみると,腺 癌,扁 平上皮癌,大 細胞癌,小 細胞癌

の順 に多か った。性別 にみ ると,男 性で は扁平上皮癌が

最 も多 く314例(44.4%)で あり,女 性で は腺癌が161

例(69.7%)で 最 も多 か った。抗結 核剤 を投与 されて

いた54例 につ いて みて も腺 癌 が30例(55.6%)と 最

も多 く,女 性で は16例 中13例(81.3%)が 腺癌で あっ

た。受診の動機別 にみ ると,腺 癌 については全体939例

と抗結 核剤投 与54症 例の間 に差 は認 め られなか った。

したが って,結 核 の治療を うけていた肺癌 は全体 として

腺癌 が多 い と考 え られ,と くに女性で は16例 中81.3%

に相当す る13例 が腺癌で あった。

細胞型,受 診 動機 と外科療法

肺癌939例 と抗結 核剤投与54症 例 についてその細胞

型,受 診 の動機 と肺葉 また は一側 肺切 除を施行 した例 の

関連 を表3に まとめた。肺癌939例 についてみ ると,外

科 的療 法 の対象 とな ったの は406例(43.2%)で あ っ

た が,腺 癌 では372例 中178例(47.8%),扁 平上皮癌

で は337例 中179例(53.1%)で あ った。 また,集 団
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表3細 胞型,受 診動機 と外科療法

表4抗 結核剤投与例の細胞型と抗結核剤投与期間(月)

表5抗 結核剤投与例の細胞型,抗 結核剤投与期間(月)と 外科療法

検 診で発 見 された354例 の うち249例(70.3%)が 手

術 をうけて いた。腺癌372例 の うち集団検診で発見 され

たの は173例 で あ り,こ の うち123例(71.1%)が 手

術 をうけて いた。 これ に対 して,抗 結 核剤を服用 してい

た54例 につ いてみ ると,手 術を うけたのは25例(46.3

%)で あ った。腺癌で は30例 中13例(43.3%),扁 平

上皮 癌 で は12例 中8例(66.7%)が 手術 を うけた。集

団検診 で 発見 され た28例 の うち21例(75.0%)が 手

術 を うけてお り,腺 癌30例 の うち集団検診 で発見 され

たの は15例 であ り,こ の うち10例(66.796)が 手術

を うけた。以上 のことか ら,肺 癌確診前 に結核の治療を

うけて いた症例 は,抗 結核剤非投与例 と比べて外科療法

施行例の割合が減少 して いな いと考え られた。

細胞型 と抗結核剤投与期間

抗 結核 剤 を投与 されていた54症 例の細胞型 と抗結核

剤 投 与 期 間を表4に 示 して ある。男女 合 わせ て21例

(38.9%)が1ヵ 月以 内 に投与を中止 されてお り,3カ

月 目まで に投与 をや めた症例を合わせ ると34例(63.0

%)と な る。13ヵ 月以上 結核 と して加療 を うけていた

のは,54例 のうち3例(5.6%)で あ った。

細胞型,抗 結核剤投与 期間 と外科療法

抗結 核剤投 与 を うけ た54例 の うち25例(46.3%)

が外科療 法を うけたが,そ れ らの症例 の細胞型 と抗結核

剤投与 期 間の関係 をまとめたのが表5で あ る。3ヵ 月以

内に抗結核剤 の投与 を中止 した34例 の うち14例(41.2
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%)に 手術 を施行 したのに対 し,抗 結核剤を4ヵ 月以上

投 与 され た20例 の うち11例(55.0%)が 手術を うけ

た こ とにな る。13ヵ 月以 上結 核 と して加療 されて いた

3例 は,す べて腺癌 で外科療法 を うけて いた。

考 察

今 回対象 と した939例 の年齢分布 では61～70歳 が最

も多か ったが,71歳 以上の症例が合わせて276例(29.4

%)で あった。抗結核剤を投与 されていた54例 の うち,

71歳 以上 の症例 は少 な く,6例(11.1%)で あ った。

肺癌 の中では加齢 とともに扁平上皮癌の割合が高 くな る

ことが知 られてお り2),今 回 の成績 も同様で あった。扁

平 上皮 癌 は胸部X線 像 で肺門部 に陰影 を呈す ることが

多 く,こ の場合 には肺結核 と混 同されることが少 ないの

で,こ の こ とが 抗結核 剤投 与症例 中,71歳 以上 の症例

が少なか った原因 とも考 え られ る。

われわれ は以前 に昭和50年 か ら59年5月 までに入院

した原発性肺癌1,592例 の うち,確 定診 断の前 に結核 と

して治療 されて いた101例(6.3%)に ついて今 回 と同

様 の検 討 を行 って いるが,集 団検 診 で発見 されたのは

1,592例 中28.3%で あ るの に対 して,抗 結核剤を投与

され て いた症例 の うち集 団検診で発見 されたの は58.4

%で あ った。今 回対象 と した939例 のうち集団検診で発

見 され た例 は37.7%で あ ったのに対 し,抗 結核剤を投

与 されて い た症 例 の51.9%が 集団検診で発見 されて い

た。同様の ことは原 ら3)も報告 してお り,肺 癌374例 の

うち集団 検診 で発見 された例 が22.1%で あるのに対 し

て,肺 結核 として治療 されていた肺癌症例36例 の38.9

%が 集団検診で発見 されていた と述 べてい る。 したが っ

て肺癌症例の中で診断のつ く前 に肺結 核の治療 を うけて

いる症例 は集団検診で発見 され る割合が高い と言 え るか

もしれない。 これは,抗 結核剤投与症例 は肺癌 と肺結核

の鑑別 がむつ か しい肺野孤立性陰影 を示す例が多 いため

であろ う。

肺癌 の胸 部X線 像 は典 型 的な場合 は別 と して閉塞性

肺炎様の所見を呈する場合 は肺結核 を含 む炎症性疾患 と

混同 され ることがあ り,肺 野に孤立性 の陰影 を呈す る場

合 には結核腫 との鑑別が困難な ことがある。荒井 ら4)は

試 験切 除例125例 の うち結核腫 は32例 であ り,こ れは

カル チ ノイ ド6例 を含む肺癌50例 につ ぐものであ った

と報告 している。肺癌 と肺結核 の鑑別のむつか しさにつ

いては,肺 癌 を肺結核 と して治療す ることが あるほか に,

逆 に肺 結核 を肺 癌 と考 えて切 除す ることもあ り5)～7),

わ れわ れ は,399例 の肺結核 の うち経気管支肺生検 を含

む気 管支 鏡検 査 によ って確診 の得 られた例 が38例 で,

切 除標本 で確 診 のついた例が40例 あ った ことを報告 し

た8)。

胸 部X線 像か ら肺癌 か肺 結核かの鑑別がつかない場

合に,そ のあ とどう処置す るか判断 に迷 うことが少な く

ない。 積極 的な試験 開胸 を行 うことをすす める意見の ほ

か に,胸 部X線 像読 影 か ら気管支鏡下擦過細胞診,気

管支鏡下肺生検のあ と経皮肺生検 を行 って も肺癌 の確診

が得 られな い場合 は,短 期間の抗結核剤 による治療 も考

慮 され るべ きで あるとす る考え方 もあ る9)。

現代 の医療で は,肺 癌 に対す る最 も有 効な治療 は外科

的切除であると考 え られ,肺 癌の確診が得 られた時点で,

手術可能 かど うかが問題 となる。抗結核剤 による治療 を

行 っている間に外科的切除 をうける機会を失 う例が多い

のではないか と考 え られたが,今 回 の成績で は幸 い抗結

核剤を投与 されていなか った肺癌 と比べて手術 し得 た症

例の割合 は減少 していない と判定 された。 これ は今回抗

結核剤投与を うけた症例 には腺癌 が多 く,腺 癌 には発育

の遅 いものがあるので外科手術の適応 となる割合 が高 かっ

たのか も しれな い。

肺結核 と して治療 された肺癌患者におけ る抗結核剤投

与 期間 につ いて は,松 島 ら10)は2ヵ 月か ら60ヵ 月(平

均11.9ヵ 月)と 報 告 して いる。前回101例 を対 象 とし

たわれわれの報告 と今回 の結果 を比較す ると,前 回 は抗

結 核剤 投与 期間 が1ヵ 月 未満 の症例が14.9%,3ヵ 月

まで の症例 を合 わ せる と48.5%で あったの に対 して,

今回 は1ヵ 月未 満 が38.9%,3ヵ 月 まで を合わせ ると

63.0%で あ った。長期 間加 療 を うけていた症例,こ と

に13ヵ 月以上治療 されていた例 は前 回は14.9%で あっ

たが,今 回 は5.6%と 減 少 していた。前 回の報告 は昭和

50～59年 の結 果 であ り,こ の期間 と比 べて現在 では肺

癌 に対す る認識が高 まってい るほかに,細 胞診,気 管支

鏡,腫 瘍 マ ーカー,CTな どの検査が容易に行 え るよ う

にな ったせ いで あろう。

肺癌 の確定診断 のつ いた時 に肺結核の加療を うけてい

た例 では,肺 結核 の治療 中断 または未治療の例 と比べて

肺癌発 見 まで の期 間が長 く11),確 診 のつ いた時 にはす

で に癌が進行 している ことが多 いと思 われたが,今 回の

症例の うち手術 を施行 しえた割合 は減少 していなか った。

手術内訳 は絶対的治癒切除11例,相 対 的治癒 切除12例,

非治癒切除2例 であ った。 これ は,抗 結核剤 を投与 しな

がら肺癌 の検査を行 って いた例が多か ったせいであろ う。

今 回の54例 の うち6例 が塗抹陽性培養陰性例であ った。

全例 とも抗結核剤 を投与 しなが ら培養結果を待ち,細 胞

診 を施行 していた。

以前 と比 べて肺癌 の確定診断 のつ く前 に肺結核 の治療

を うける例の割 合が減少 し,肺 結核 と して の治療期間の

短縮が認め られることは,抗結核剤投与 中に も肺癌 を疑 っ

て検査 を して いることを示 してい る。初診 時に肺癌 と肺

結核 を鑑別す ることは必ず しも容易で はな く,諸 検査 を

行 って も確診 の得 られ ないこともあ る。 したが って,肺

癌症例 に対 して肺結核 の治療 を行 うことは,場 合 によっ
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てはやむを得 ないことと思われ るが,肺 癌を念頭 にお い

て検査 を行 うべ きで あろう。

結 語

昭和59年 か ら62年 までに入 院 した細胞型 の判 明 した

原発性 肺癌939例 の うち,54例(5.75%)が,確 定診

断 のつ く前 に抗 結核剤 を投与 されていた。 これ ら54例

の うち28例(51.9%)が 集団検診で発見 されてお り,

また細 胞型 で は腺癌 が多 く54例 中30例(55.6%)で

あ った。 抗結核剤投与期間 につ いて は,3ヵ 月以内 に治

療 を中止 して いた例が34例(63.0%)で あ り,13ヵ 月

以上 加療 を うけて いたの は3例(5.6%)で あ った。 昭

和50年 か ら59年 までに入院 した1,592例 の肺癌症例 に

対す る同様な検討結果 と比 べて,抗 結核剤投与症例 の割

合の減少 と抗結 核剤投与期 間の短縮 が認 め られた。今回

の54例 の うち25例(46.3%)が 外 科 的手術 を施行 さ

れてお り,抗 結核剤 を投与 されていなか った肺癌 の手術

例 の割合 と比べ て差 は認 め られ なか った。

本論文 の一部 は第63回 日本結核病学会で発表 した。
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